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1．は じめ に

　本 稿 の 目的 は 、 （そ の 4 ）セ ル ・オートマ ト法 に 基づ き、
マ ル チ エ

ージ ェ ン ト・シ ス テ ム artisec を用い て 構築 した

人 間行動 の シ ミ ュ レ
ー

タ を活 用 して、人 間行 動 の シ ミ ＝

レーシ ョ ン を行 い
1 〕

、 人間
・
行動を 誘発する建 築

・
都市空

間をデ ザ イ ン す るた めの 基礎的知見を得 る こ とで あ る。
2，シ ミ ュ レーシ ョ ン の条件設定

　本 稿 で は （1）樹木 の 配 置 （2）ク ラス 数（3）社会距 離 に 注 目 し、

fig．1 に示 すセ ル 配 置 ご と に シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 う。

（1）樹木の 配置

　 （そ の 4 ） の シ ミ ュ レーシ ョ ン で 、樹 木 下 の 集 中的 な

滞留 が 多 く見 られ て い る こ とが わ か る。そ こ で、樹 木 下

の 集 中 的 な 滞 留 が シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 空 間 全 体 に お よ ぼ す

影 響 を 考 察す る。

　現状 の 樹木 セ ル 86 個 の 配置 を変更 し て シ ミ ュ レ ー
シ ョ

ン を 行 う。樹木 セ ル が 集中的 な配 置 1 お よ び分 散 的 な 配

置 2 を設 定す る。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （b）配置 1　　　　　 （　 配置

　 　 　 　 　 　 　 　 　 fig．1 セ ル の 配置

〔2）「ク ラ ス 数 1

　 「ク ラ ス 数」 は 条件 1 や 条件 3 に 影 響 を 及 ぼす 因子 の 1

つ で あ る。「ク ラ ス 数」 が大 き い ほ ど、知 り合い エ
ージ ェ

ン トに 出 会 う確 率 が 低 く な る 。そ こ で 、知 り合 い ＝
一ジ

ェ ン トの ほ と ん どい な い 空 間で は シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン 空 間

全体 が どの よ うに変化す るの か 考察す る 。

（3）「社会距離」

　本 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン で は 「社会距離」 を、エ
ージ ェ ン

トが 処 理す る情報 の 範囲 として 捉 え て い る。「社会距離」

の 形 や 大 き さに よ っ て 、各工
一ジ ェ ン トは 異 な っ た シ ミ

ュ レ ー
シ ョ ン 空 間を認識す る 。エ

ージ ェ ン トの 持つ 情報

量 を 変化 させ る こ とに よ っ て 空 間 全 体 が どの よ うに 変化

す る の か を考察す る。

3漣築 ・都市空間 に お け る人 間行動の シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン

（a》シミュ レ
ー

シ ョ ン 1

　 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 1 で は、E．T．Hall の プ ロ ク セ ミ ッ ク ス

］）
に基 づ い て 「社会距離」 を 7m に、「個体距離」 を 2m に

定義 し （基準の 距離帯 とする）、「ク ラス 数」
＝・3 の 場合と

「ク ラ ス 数」
＝50 の 場合 につ い て、fig．1に示 すセ ル 配 置 ご

とに シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 う。

（b）シ ミュ レーシ y ン 2

　 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 2 で は 基準 の 距 離 帯 か ら 「社 会 距

離 」
；25m に 変化させ 、「ク ラス 数」

＝3 の 場 合 と 「ク ラス

数 」
＝50 の 場合 の それぞれ につ い て 、fig．に示 すセ ル 配置

ごとに シ ミュ レ ー
シ ョ ン を行 う。

4．シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン 結果

　tablel−3 に シ ミュ レ
ー

シ ョ ン 結果 を示 す。なお、結果 は

全 て 200stepの 時 の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン 空 間を示 し て い る。

（1）樹 木 の 配 置

　 樹 木 の 配 置に よ っ て 滞 留 者 の 分布 が 大 きく影響 を受け

て い る。こ れ は 「魅力値 」 の 高 い セ ル が選 ばれ る確率 が

他 に 比 べ て 高 い た めで あ る。

（2）「社 会 距 離 」

　 「社会 距離」 を 大 きく設定す る ほ どエ
ージ ェ ン トの 変

数 や 樹木 の 配 置 の 特徴 が 滞 留者 分 布 に 現 れ る。「社会 距

離 」 が 大きくなれ ばエ
ージ ェ ン トの ス コ

ープ が 大 き くな

り、エ
ージ ェ ン トが よ り多 く の 情 報 量 を扱 うた め で あ る。

（3）「ク ラス 数」

　 「ク ラ ス 数 」 を 大 き く設定す る ほ ど、滞留者 全 体 の 広

が り大 き くな っ て い る．他人 と個体距離以 上離れよ うと

す る た めで ある。

（4）樹木の 配 置と 「ク ラス 数」

　配 置 1 に お い て は ク ラ ス 数 に よ る変化が 比 較 的少 ない
。

樹 木 が 分散的 な配 置は 、
「魅 力値」 が高い 場所 を他 人 との

距 離 を 取 りな が らの 滞留 を多 く誘 発 す る こ とが で き る。

（5）樹 木 の 配 置 と 「社 会 距 離 」

　 社会 距離 を大 き く設 定 す る ほ ど、樹木 下への 集 中的な

滞留 が 多 く見 られ る よ うに な る。社会 距 離 が 大 きい ほ ど、

樹木セ ル を滞留地 とし て 選択 で きる エ
ージ ェ ン トが増 え、

本 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 条件設 定上、「魅 力値 」 の 高 い セ ル
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が 選 ばれ る確率が 他 に 比 べ て高 い た め、結 果、「魅力値」

の 高 い 樹木 セ ル を滞留地 と して 選 択 す る エ
ージ ェ ン トが

増え るた め で ある。

（6）「社会距 離」 と 「ク ラス 数亅

　 「社会距離」 が大 きい 場合に は、「ク ラ ス 数 」 の 大 き さ

に よっ て 、滞留者 の 分布 に大 き な違い が現れ る。f社会距

離 」 が大 き くなれ ば、
エ ージ ェ ン トの 持 つ 滞留地の 選 択

肢 が増え 、
エ ージ ェ ン トの 持つ 変数 が 滞 留 者分布 に 決定

的 な変化を与 え る こ と とな るか らで あ る 。

　 「ク ラ ス 数 」
＝3 の 場 合 に は、「社会距離」 が大き い ほ ど

樹木下 へ の 集中的な 滞留が 見られ る よ うに なる。
5，シ ミュ レーシ ョ ン の 考察

　本 研 究 で 用 い た 「社会 距 離」 は 、 実際 の 建 築空間に お

け る 見 晴 ら しの 良 さ と し て 考える こ とが で きる。見晴 ら

し の よ さ は 、そ こ にや っ て き た 人 に 環境 の 選択肢 を 多 く

与 え る こ と に つ な が る。樹 木 セ ル の 配 置 は 、実際 の 建 築

空間に お け る人 が集ま りやす い 要素 と して 考 え る こ とが

で きる。「ク ラ ス 数」 は 、実際の 建築 空 間 に お け る 、パ ブ

リ ッ ク性 と して 考える こ とが で き る。

　本研究で 確認 され た 樹木 の 配置 と 「ク ラ ス 数 」 の 相 関

関係 は、た とえ ば、図 書館の 閲覧室の 設計 に応用 で き る。
こ の よ うなパ ブ リッ ク な 空 間で は 、本 の 読み やす い 物 理

的環境 と、他 人 との 適 度 な 距離 の 両方をで き る だ け多 く

の 人 が 確 保 で き る よ うな 設計をす る必 要 が あ る が 、 そ の

際 に 、人 が集ま りやす い 要素 の 配 置 と、図 書 館 が パ ブ リ

ッ ク な 空 間 で あ る とい う関係性 を 考慮 して デ ザ イ ン す る

こ とが 重 要で ある。

　樹 木 の 配 置 と 「社会 距 離」 の 相関関係 は、た と え ば 、

公 園 に お け る ベ ン チ の 配 置 の 仕方 に 応用 で き る。見 晴 ら

し の い い と こ ろ に ベ ン チ を置 く よ うに す れ ば 、 よ り多く

の 滞 留 行 為 を誘 発 す る こ とが で き る 。

6，ま とめ と今後の 課題

　本研究 に よ っ て、建 築 ・
都市空 間 と人 間 か らな る系 は、

個 k の 要 因 の み で は な く、要 因 同 士 の 関係 性 に よ っ て も

変化 す る こ と が確認 され た。っ ま り、建 築 ・都市空 間 を

設計す る 際 に は、建築個体の み や 、人 間行 動 の み な ど、
個 々 の デザ イ ン で は な く、環墳 ・目的お よび 状 況 ・人間

行動 の 相関 関 係の デ ザイ ン が必要で ある。

　今 後 の 課題 と して は、本稿で は 特 に 集中的な 滞留 分 布

に注 目 した が、集中的な滞留分 布 を 構 成 し て い る エ ージ

ェ ン トの 「ク ラス 数 」 に つ い て な ど、集中的な滞留が ど

の よ うに構成 され て い る か考察す る必要がある。

　ま た 、本稿 で は 200stepにおけ る滞留分 の み を 考慮 し た

が 、過 程 にっ い て も考慮す る 必 要 が あ る。そ の 際、本稿

で の 条件設定 が エ ージ ェ ン トの 行為に確率的 に どの よ う

な 偏 りが あ り、ど の よ うにエ
ージ ェ ン トの 行 為に影響 し

て い る の か につ い て 考 慮 す る 必 要 が あ る。
※本研 究 は 、科学研究費補助金 ［学術 創成 研 究］　「記 号過 程 を内包 し

　た 動的 適応 シ ス テ ム の 設 計論」　（代表 ： 椹木 哲 夫）の
一

部 とし て

　遂行 した もの で ある 。
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ション結果 （現状の配 置 ）
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